
事業評価票（情報システム関係予算）　

21 検査オーダリングシステム（福祉保健局健康安全部） 運 用 開 始 平成 24 年度

システム概要
・本システムは、健康安全研究センターにおける、検体検査の依頼・検査結果管理・成績書発行
　等の業務を一元的に支援するシステムである。本システムの導入により、迅速な検査や結果の
　共有、情報の集積等、業務の効率化を図ることができている。

課題・問題点

・本システムは、ＴＡＩＭＳ端末による運用を行っているが、平成28年度に予定されているＴＡ
　ＩＭＳ端末の更新に伴い、搭載されるＯＳがWindows8へ変更される予定となった。現在のシス
　テムはWindows7により動作が保障され運用しているため、ＯＳの変更によりシステムに不備が
　生じ、画面上での機能喪失や帳票発行が正確に行えなくなる等の影響が想定される。

見 積 概 要
（局評価）

・本システムは、検体検査に関する全ての情報を一元管理することで、検査の信頼性・確実性・
　透明性の向上による検査結果の迅速な還元や、検査に係る一連の流れを体系的にシステム化す
　ることによる業務効率化とコスト削減を実現しているなど、必要不可欠なシステムである。
・平成28年度見積りでは、ＯＳ変更に伴う影響を検証し、必要な部分についてシステム改修を実
　施するため、所要の経費を計上する。
【平成28年度見積事項】運用経費（ソフトウェア運用保守委託、サーバー等機器借入れ、データ
　　　　　　　　　　　センター機器管理・運用及び監視業務委託、バックアップ回線使用
　　　　　　　　　　　料）、開発経費（動作確認検証作業及び不具合改修委託）

28年度見積額 27年度予算額 26年度決算額53

見送り

28年度所要額

財 務 局 評 価 ・上記評価に同じ。

妥当 見直し

見送り その他

行政改革推進部
評　　　価

・運用経費については、実績を踏まえており、妥当である。
・Windows8動作確認検証作業及び不具合改修に係る経費について
　は、過去の実績や内容を踏まえて積算されており、妥当であ
　る。

妥当 見直し

28年度予算額

22 電子カルテシステム等（病院経営本部サービス推進部） 運 用 開 始 平成 15

システム概要
・診療情報等を電子データとして編集・管理するとともに、病院における医事の基本業務（患
　者受付、入院管理、診療会計、収納、保険請求、統計等）を効率的に行うためのシステムで
　ある。

課題・問題点
・平成30年度から各都立病院への導入を開始する第３世代の電子カルテシステムの基本設計を
　行う必要がある。
・電子カルテシステムのデータを利活用するためのデータバンクを構築する必要がある。

見 積 概 要
（局評価）

・第３世代の電子カルテシステムの基本設計委託の費用を計上する。
・第２世代（現行）電子カルテシステムの機器賃借経費、運用経費、システム改修経費を計上
　する。
・データバンクの基本計画策定委託の費用及び試行システムの開発経費、機器賃借経費、運用
　経費を計上する。
【平成28年度見積事項】第３世代の基本設計委託経費、第２世代（現行）の機器賃借経費・運
　　　　　　　　　　　用経費・システム改修経費、データバンクの基本計画策定委託経費・
　　　　　　　　　　　データバンク試行システムの開発・機器賃借・運用経費

28年度見積額 27年度予算額 26年度決算額

行政改革推進部
評　　　価

・第３世代の電子カルテシステムの基本設計委託については、
　設計対象や作業内容を精査し積算されており、妥当である。
・第２世代（現行）電子カルテシステムの各経費については、
　過年度実績や作業規模を精査し積算されており、妥当であ
　る。
・データバンクについては、経費の全体像や要件について更
  なる検討が必要であるため、計画の見直しを要する。

妥当 見直し 見送り

28年度所要額

財 務 局 評 価 ・上記評価に同じ。

妥当 見直し

見送り その他

28年度予算額 3,670 百万円
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